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株主の皆様には平素から格別のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。
第46期（2016年４月１日から2017年３月31日まで）
の事業の概況及び決算につきましてご報告申し上げます。

経営環境
当連結会計年度における世界経済は、先進国を中心に

緩やかな回復基調で推移しました。米国では好調な企業
業況を背景に個人消費も緩やかに回復傾向で推移し、ユーロ
圏では緩和的な金融政策と中立的な財政政策等によって、
景気回復が続きました。しかしながら、中国をはじめとする
新興国の景気動向や英国のEU離脱問題、さらには米国の新
政権発足に伴う政策変更等によって、為替相場や株式市場
が大きく変動し、経済環境は不安定に推移いたしました。
わが国経済におきましては、企業収益に弱さがみられる

ものの改善傾向となり、景気は緩やかに回復基調で推移
いたしましたが、個人消費につきましては、海外経済の
減速懸念や不透明感等によって、依然として厳しい状況
で推移いたしました。

通期連結業績及び取り組み
このような状況のもと当社グループは、FA装置（FA:Factory 

Automation/「自動化・省力化装置」をいう。）及びロボット
関連機器等にも使用される当社主力製品『アルファフレーム® 

システム』の大口案件を順調に受注するとともに、国内外の
自動車部品製造企業向け洗浄装置や検査装置、さらには有機
ELやLCDといったフラットパネルディスプレイ（以下、「FPD」
という。）製造企業向けの大型カスタムクリーンブース等、
当社グループの技術力を活かした提案型営業活動を展開して
順調に売上高を伸ばしました。
これらの結果、当連結会計年度の売上高は、8,088百万円
と前年同期と比べ1,911百万円（31.0％）の増収、営業利益
は、832百万円と前年同期と比べ269百万円（47.8％）の
増益、経常利益は833百万円と前年同期と比べ267百万円
（47.4％）の増益、親会社株主に帰属する当期純利益は、
551百万円と前年同期と比べ187百万円（51.7％）の増益
となりました。
なお、上記の各利益は、連結決算となってから２期連続、

個別業績では３期連続で最高益を更新する結果となって
おります。
当社グループは、2016年度から2020年度までの５ヵ年

を期間とする中長期経営計画として、その最終連結会計 
年度における売上高・事業の規模を倍増する計画を掲げて
おります。

この計画に基づき当社グループでは、当連結会計年度を
「倍増計画元年」と位置づけ、当社が株式を上場して以来、
最大となる大型設備投資を計画いたしました。その第１弾
として2016年８月に、今後、大きな成長が見込まれる
ASEAN地域での生産設備等の「自動化の波」にお応え
すべく、当社の連結子会社であるNIC Autotec(Thailand)
Co.,Ltd.に対し、機械設備拡充と財務基盤強化を図ること
を目的に増資を実施いたしました。
次に第２弾として、今後のIoT（Internet of Things/モノの
インターネット）時代を見据え、業務及び生産の効率化、
集約化を図り、特にFA装置等の受注拡大を目指す重要な拠点
として機能させることを目的に、新工場（名称:立山事業所）
の建設を決定し、2016年８月に工場用地（富山県中新川郡
立山町前沢）を取得するとともに、同年11月より建設工事に
着手いたしました。
さらに第３弾として、益々需要が高まる当社主力製品で

ある『アルファフレーム®システム』を、お客様のお手元へ 
いち早くお届けできるようにすべく、埼玉県に出荷センター
（名称:アルファフレーム北関東）の開設を決定いたしました。
本出荷センターは、関東を中心とした東日本のお客様への
サービス向上を図ることのみならず、海上輸送、航空輸送
等の利便性によって、海外のお客様からのニーズにも迅速
にお応えできる体制構築の一環として、関東エリアに開設
することとしております。
また、前連結会計年度より取り組んでいる業務効率化の
一環として、主力工場の業務システム及び既存設備の更新、
さらには新規機械設備の導入等にも注力いたしました。
このように当社グループは、業容拡大に向けて積極的な
投資を推進し、社内設備の増強を図るとともに、技術者の
雇用拡充にも取り組んでおります。

立山事業所　完成図　（2017年６月竣工）

株主の皆様へ
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次期の見通し
今後の見通しにつきましては、地政学的リスクの高まり
が見受けられることや、米国新政権による政策運営の動向
などにより、経済の減速が懸念される先行き不透明感を払拭
できない状況で推移するものと予想されますが、好調な
半導体・FPD関連企業の投資は継続することが見込まれ、
また、自動車関連企業も品質の向上、安定化を図る投資
や電気自動車や燃料電池自動車に関連する開発投資に
ついての活発な動きが期待されます。
このような状況のなか、次期においても半導体・FPD
関連企業において、FPD製造装置用の大型カスタムクリーン
ブースや同装置の筐体として使用される『アルファフレーム® 

システム』の需要は高く推移することが見込まれており、
当社としては、グループ独自の拡販ツールである『カクチャTM』
及び『マーキングシステムTM』を活用し、付加価値を高めた
アルミニウム合金製構造材として販売に注力してまいります。
また、当社グループが提供する自動車部品製造企業向け
のFA装置（洗浄装置、検査装置）については、高い評価を
獲得しておりますが、さらなる顧客ニーズを的確に捉え、
顧客満足度向上に努めた営業活動を展開し、受注確保に注力
してまいります。
以上より、次期（2018年３月期）の連結業績見通し 
につきましては、本年６月より立山事業所及びアルファ
フレーム北関東が始動し、イニシャルコスト（設備導入費
や人員増強による労務費等）の増加が見込まれますが、各
拠点については垂直立上げを計画しており、第３四半期
以降にはその負担をカバーした上で順調な推移を見込み、
通期の売上高8,348百万円、営業利益849百万円、経常利益
849百万円、親会社株主に帰属する当期純利益561百万円
と、各利益は連結決算となってから３期連続で最高益を
更新する見通しであります。

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

 2017年６月
 代表取締役会長 CEO 西　川　浩　司

配当金
当社は、将来の収益力向上を図るために継続的な研究、

開発投資を行いながらも内部留保の確保を図りつつ、「株主
に対する利益還元」を重要な経営課題の一つとして捉え、
経営成績やキャッシュ・フローの状況などを勘案し、株主
の皆様にご理解していただけるよう安定的及び継続的な
配当を実施していくことを基本方針としております。
内部留保資金につきましては、今後予想される経営環境

の変化に対応すべく設備投資や研究開発活動に充当する
予定であり、資金を有効に活用して企業価値向上を図って
いく方針であります。
これらの方針に基づき、当連結会計年度における業績は

順調に推移し、各利益は当初予想値より大幅に増加となった
ことから、2017年５月12日に開催されました取締役会 
では、過去最高の１株あたり普通配当30円とすることが
決議されました。

業績の推移
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（注） 当社は、第45期より連結計算書類を作成しております。上記の業績
数値に関しましては、比較有用性の観点から第45期以降のセグメント
別売上高と、第44期以前のセグメント別売上高との増減比較の推移
を表示しております。従いまして、第45期以降の当期純利益は、
親会社株主に帰属する当期純利益を表示しております。
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　日本の自動化装置業界で長年の実績
を持つ“アルミ構造体モジュール&シス
テム”「アルファフレーム®システム」は、
多種のアルミニウムプロファイルとその
接続ブラケット及びアクセサリーパーツ
で構成された機械構造用アルミニウム
合金製フレームです。各種装置の筐体や
カバーを製作するための最適なプロファ
イル、パーツを揃えております。
　お客様の効率化を適切にフォローする
「カクチャ™」、組立に必要な情報を
フレームにプリントする「マーキングシス
テム™」、「ナット付フレーム」などの
サービス拡充により、アルファフレーム
導入の促進に貢献しております。

■ アルファフレームの優れた特長
1. 充実した製品群
ベーシックフレーム・ブラケットフレーム・
スペシャルフレームから各種アクセサ
リーまで、幅広い製品ラインアップで、お客
様のあらゆるニーズにお応えいたします。
2. 仕様変更等も容易
溶接・塗装などの、わずらわしい工程が
不要なため、急な設計変更や将来の増設
にも容易かつ柔軟に対応することが可能
です。
3. 幅広い分野に適応
機器取付部材の材料をはじめ、作業台や
棚などの工業用品、さらには展示会用
システム材など、多彩な分野で使用され
ております。

マシンカバー

架台

アルファフレーム部門

 高付加価値技術

　地球環境にやさしくリサイクル性に
優れたアルミ構造体「アルファフレーム®
システム」の開発・設計・製造・販売を行う
「アルファフレーム部門」。
　アルファフレームの特長を活かし、各種
工場で使用されるFA装置（洗浄・検査・
搬送・梱包等の自動化装置）及びクリーン
ブース等の開発・設計・製造・販売を行う
「装置部門」。
　上記2部門のメーカー機能を活用した
設備導入提案営業及び工業生産財を取り
扱う「商事部門」。
　これら3部門の相乗効果による高付加
価値技術の提供を目的とした事業展開を
行っております。

特定の業界に依存しない業務体系

先端技術力を持つ企業から
積極的受注体制

経験豊富なCAD設計陣による
技術設計支援・サービス

豊富な製品群“1,500以上”による
多彩なシステムの提供

「メーカー機能」を活用した設備の
導入提案営業

工業用砥石を中心とした
工業生産財の提供

装 置 部 門

アルファフレーム部門

商 事 部 門

アルファフレーム + 装置 + 商事

 高付加価値技術

事業の内容
Description of Business
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　新たな分野へ積極的に参入することで
ノウハウの蓄積を行い、半導体・電子・精密
機械・医薬品・食品業界まで、あらゆる
用途に応じたFA装置（洗浄・検査・搬送・
梱包等の自動化・省力化装置）及びクリーン
ブース等の開発・設計・製造・販売を行って
おります。
　「アルファフレーム®システム」を基本
部材として使用することにより、各種
装置製作の効率化や短納期化が可能
となります。
　また、仕様を規格化した製品だけで
なく、生産ライン構築の個別ニーズに対応
し、お客様の必要に応じた様々な製品
開発も行っております。

カスタムクリーンブース

カップ式洗浄機NCシリーズ
カップ式クーラント回収装置CRシリーズ

装 置 部 門

■ 幅広い分野で使用されております
　装置メーカーとして長年培った技術と知識
で、様々なニーズに対応し、電子、精密、医療、
食品などの幅広い分野で使用され、高い評価
をいただいております。

❶設計サポート ： 設計サポートにより設計時間の短縮や過剰品質のコスト増を抑えます。
また、図面番号での発注が可能になります。 ❷マーキングシステム ： マーキングに合わ
せて取り付けるため、組立時間の4割を占める「部材を探す、寸法を測る、手順を考える」
といった作業時間削減が可能となります。 ❸ナット付フレーム ： フレーム溝にナット
セットが入った状態で納入されますので開梱後すぐに組立が行えます。❶～❸の相乗効果
により、時間、労力など「見えにくいコスト」の削減に大きく貢献いたします。

アルミフレーム・トータルサポート・サービス［カクチャ］

カクチャ™+マーキングシステム™
+ナット付フレームの相乗効果

電子メーカー様 精密機器メーカー様

製薬メーカー様 食品メーカー様

Marking System

アルファコンベア

ワゴン セル生産架台

セーフティカバー
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により、時間、労力など「見えにくいコスト」の削減に大きく貢献いたします。

アルミフレーム・トータルサポート・サービス［カクチャ］

カクチャ™+マーキングシステム™
+ナット付フレームの相乗効果

電子メーカー様 精密機器メーカー様

製薬メーカー様 食品メーカー様

Marking System

アルファコンベア

ワゴン セル生産架台

セーフティカバー
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　更なる事業拡大に向けて生産体制の強化を図るため、新工場（立山
事業所）を建設いたしました。本事業所は、今後のIoT（Internet of Things/
モノのインターネット）時代を見据え、業務及び生産の効率化、集約化を
図り、ＦＡ装置等の設計・製作を主体としてスタートいたしますが、近い
将来には、クリーン装置（クリーンブースやクリーンベンチ等のクリーン
関連機器）やロボット関連機器・装置等の分野にも対応できるよう設備を
整え、装置事業の重要な拠点とする予定であります。

　益々需要が高まる「アルファフレーム®システム」を、お客様のお手元へいち
早くお届けできるようにすべく、出荷センターの開設を決定いたし
ました。本出荷センターは、関東を中心とした東日本のお客様へのサービス
向上を図ることのみならず、海外のお客様からのニーズにも迅速に
お応えできる体制構築の一環として、海上輸送、航空輸送等の利便性を
鑑みて関東エリアに開設することを決定いたしております。

北関東に出荷センターを開設

名　称 ： アルファフレーム北関東
所在地 ： 埼玉県児玉郡神川町元阿保309
開設日 ： 2017年6月

2017年6月竣工

立山事業所の新設

富山県中新川郡立山町前沢2178番1
8億5,000万円（土地、建物及び建物附属設備、機械設備等）
6,388.59㎡
2,742.00㎡
鉄骨造２階建

：
：
：
：
：

所 在 地
設備投資額 
敷 地 面 積
延 床 面 積
構 造

2017年6月開設

　当社グループは、2016年度から2020年度までの5ヵ年を期間とする中長期
経営計画として、その最終連結会計年度における売上高・事業の規模を
倍増する計画を掲げております。この計画に基づき当社グループでは、
当連結会計年度を「倍増計画元年」と位置づけ、当社が株式を上場して以来、
最大となる大型設備投資を計画いたしました。

　工業用砥石、工具・ツールなどの消耗
品と工場等の機械設備を提供しており
ます。
　工業用砥石、やすり、工具・ツールなど
の消耗品は、リピート受注が多いことが
特長となっており、この安定した消耗品
関係ビジネスが、当社の安定的な収益に
も大きく貢献しております。
　また、装置部門との連携により当社
製品を活用した機械設備（生産ライン）の
導入提案等を行い、多種多様なお客様の
ニーズにお応えする製品を提供しており
ます。

工具・ツール

油脂類

工業用砥石

工作機械

トピックス
Topics

商 事 部 門

　2016年8月に、今後、大きな成長が
見込まれるASEAN地域での生産設備
等の「自動化の波」にお応えすべく、
当社の連結子会社であるNIC Autotec
(Thailand)Co., Ltd.に対し、機械設備
拡充と財務基盤強化を図ることを目的
に増資を実施いたしました。

海外子会社へ増資を実施
60,000株 
１株につき1,000タイバーツ
60,000,000タイバーツ

（日本円 ： 179,400千円）

70,000株
70,000,000タイバーツ
99.857％

：
：
：

：
：
：

発 行 新 株 式 数
発 行 価 額
増 資 額

〈増資後〉
発行済株式の総数
資 本 金 の 額
当 社 出 資 比 率

7

010_0087701302906.indd   7 2017/06/08   15:27:47



　更なる事業拡大に向けて生産体制の強化を図るため、新工場（立山
事業所）を建設いたしました。本事業所は、今後のIoT（Internet of Things/
モノのインターネット）時代を見据え、業務及び生産の効率化、集約化を
図り、ＦＡ装置等の設計・製作を主体としてスタートいたしますが、近い
将来には、クリーン装置（クリーンブースやクリーンベンチ等のクリーン
関連機器）やロボット関連機器・装置等の分野にも対応できるよう設備を
整え、装置事業の重要な拠点とする予定であります。

　益々需要が高まる「アルファフレーム®システム」を、お客様のお手元へいち
早くお届けできるようにすべく、出荷センターの開設を決定いたし
ました。本出荷センターは、関東を中心とした東日本のお客様へのサービス
向上を図ることのみならず、海外のお客様からのニーズにも迅速に
お応えできる体制構築の一環として、海上輸送、航空輸送等の利便性を
鑑みて関東エリアに開設することを決定いたしております。

北関東に出荷センターを開設

名　称 ： アルファフレーム北関東
所在地 ： 埼玉県児玉郡神川町元阿保309
開設日 ： 2017年6月

2017年6月竣工

立山事業所の新設

富山県中新川郡立山町前沢2178番1
8億5,000万円（土地、建物及び建物附属設備、機械設備等）
6,388.59㎡
2,742.00㎡
鉄骨造２階建

：
：
：
：
：

所 在 地
設備投資額 
敷 地 面 積
延 床 面 積
構 造

2017年6月開設

　当社グループは、2016年度から2020年度までの5ヵ年を期間とする中長期
経営計画として、その最終連結会計年度における売上高・事業の規模を
倍増する計画を掲げております。この計画に基づき当社グループでは、
当連結会計年度を「倍増計画元年」と位置づけ、当社が株式を上場して以来、
最大となる大型設備投資を計画いたしました。

　工業用砥石、工具・ツールなどの消耗
品と工場等の機械設備を提供しており
ます。
　工業用砥石、やすり、工具・ツールなど
の消耗品は、リピート受注が多いことが
特長となっており、この安定した消耗品
関係ビジネスが、当社の安定的な収益に
も大きく貢献しております。
　また、装置部門との連携により当社
製品を活用した機械設備（生産ライン）の
導入提案等を行い、多種多様なお客様の
ニーズにお応えする製品を提供しており
ます。

工具・ツール

油脂類

工業用砥石

工作機械

トピックス
Topics

商 事 部 門

　2016年8月に、今後、大きな成長が
見込まれるASEAN地域での生産設備
等の「自動化の波」にお応えすべく、
当社の連結子会社であるNIC Autotec
(Thailand)Co., Ltd.に対し、機械設備
拡充と財務基盤強化を図ることを目的
に増資を実施いたしました。

海外子会社へ増資を実施
60,000株 
１株につき1,000タイバーツ
60,000,000タイバーツ

（日本円 ： 179,400千円）

70,000株
70,000,000タイバーツ
99.857％

：
：
：

：
：
：

発 行 新 株 式 数
発 行 価 額
増 資 額

〈増資後〉
発行済株式の総数
資 本 金 の 額
当 社 出 資 比 率

8 

010_0087701302906.indd   8 2017/06/08   15:27:47



連結貸借対照表
科　　　目 金　　額

資　産　の　部
流 動 資 産 4,671,571
固 定 資 産 2,543,387
有 形 固 定 資 産 1,814,303
無 形 固 定 資 産 58,093
投 資 そ の 他 の 資 産 670,990
資 産 合 計 7,214,958

負　債　の　部
流 動 負 債 2,703,367
固 定 負 債 354,444
負 債 合 計 3,057,811

純　資　産　の　部
株 主 資 本 4,049,356
資 本 金 156,100
資 本 剰 余 金 145,608
利 益 剰 余 金 3,782,177
自 己 株 式 △34,529
そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 107,312
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 96,538
為 替 換 算 調 整 勘 定 10,773
非 支 配 株 主 持 分 478
純 資 産 合 計 4,157,147
負 債 及 び 純 資 産 合 計 7,214,958

（単位：千円）（2017年３月31日現在） 連結損益計算書
科　　　目 金　　　額

売 上 高 8,088,753

売 上 原 価 6,073,175

売 上 総 利 益 2,015,578

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,182,731

営 業 利 益 832,847

営 業 外 収 益 13,596

営 業 外 費 用 12,735

経 常 利 益 833,708

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 833,708

法 人 税 等 282,177

当 期 純 利 益 551,530

非支配株主に帰属する当期純利益 △51

親会社株主に帰属する当期純利益 551,582

（単位：千円）（2016年４月1日～2017年３月31日）

連結株主資本等変動計算書
株　　主　　資　　本 その他の包括利益累計額

非 支 配
株 主 持 分

純資産
合　計資本金 資　本

剰余金
利　益
剰余金 自己株式 株主資本

合　　計

そ の 他
有 価 証 券
評 価
差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額
合　　 計

当 期 首 残 高 156,100 146,100 3,355,916 △ 34,467 3,623,649 42,196 △ 2,818 39,377 ― 3,663,026
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △ 125,321 △ 125,321 △ 125,321
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 551,582 551,582 551,582

連結子会社の増資による
持 分 の 増 減 △ 491 △ 491 △ 491

自己株式の取得 △ 61 △ 61 △ 61
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 54,341 13,592 67,934 478 68,412

当 期 変 動 額 合 計 ― △ 491 426,260 △ 61 425,707 54,341 13,592 67,934 478 494,120
当 期 末 残 高 156,100 145,608 3,782,177 △ 34,529 4,049,356 96,538 10,773 107,312 478 4,157,147

（単位：千円）（2016年４月1日～2017年３月31日）

連結財務諸表
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社 名 エヌアイシ・オートテック株式会社
NIC Autotec, Inc.

設 立 1971年５月17日
資 本 金 156,100千円
従 業 員 数 183名
事 　 業 　 所

会社の概要（2017年３月31日現在）

代表取締役会長　CEO 西 川 浩 司
取 締 役 社 長 西 川　　 武
取 締 役 副 社 長 西 尾 謙 夫
常 務 取 締 役 土 山 邦 夫
常 務 取 締 役 野 村 良 一
常 勤 監 査 役 藤 島 敏 夫
社 外 監 査 役 土 屋 重 義
社 外 監 査 役 白 石 康 広

役員構成（2017年６月24日現在）

有限責任監査法人トーマツ
　 東京都港区港南2-15-3　品川インターシティC棟

海 外 子 会 社
　NIC Autotec（Thailand）Co.,Ltd.　タイ王国サムットプラカーン県

会計監査人

株式の状況（2017年３月31日現在）

株　　　主　　　名 持株数
西 川 　 浩 司 3,704,900株
三 協 立 山 株 式 会 社 202,500株
エヌアイシ・オートテック従業員持株会 130,600株
ダ イ ド ー 株 式 会 社 70,000株
CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS ACCOUNT ESCROW 58,172株
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 50,000株
西 川 　 　 武 50,000株
植 田 　 潤 次 郎 45,000株
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 40,300株
楽 天 証 券 株 式 会 社 34,500株

（１）発行可能株式総数 20,000,000株
（２）発行済株式の総数  普通株式5,500,000株
 （自己株式51,274株を含む）
（３）株主数 2,026名
（４）大株主の状況

本 　 　 社
東 京 本 社 

流 杉 工 場
立 山 工 場 
／開発センター
愛 知 事 業 所 

アルファフレーム関西 

アルファフレーム九州 

〒930-0034 富山県富山市清水元町７番８号
〒135-0063 東京都江東区有明三丁目７番26号

有明フロンティアビルＢ棟11階
〒939-8032 富山県富山市流杉255番地
〒930-0272 富山県中新川郡立山町塚越

398番176号
〒458-0801 愛知県名古屋市緑区鳴海町

母呂後185番地
〒578-0965 大阪府東大阪市本庄西 

二丁目４番29号
〒837-0907 福岡県大牟田市四箇新町

一丁目２番地

個人･その他
その他の国内法人
外国法人･外国人
証券会社
金融機関

87.43%
6.34%
2.83%
2.01%
1.39%

97.33%
0.89%
0.84%
0.79%
0.15%

4,809,330株
348,400株
155,500株
110,470株
76,300株

個人･その他
証券会社
その他の国内法人
外国法人･外国人
金融機関

1,972名
18名
17名
16名
3名

（５）所有者別株主分布状況（所有株式数）

（６）所有者別株主分布状況（株主数）

（注）自己株式51,274株は、「個人・その他」に含まれております。

（注）自己株式は、「個人・その他」に含まれております。

会社の概要
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富山本社
〒930-0034 富山県富山市清水元町7番8号　TEL 076-425-0738 Copyright ©  NIC Autotec,Inc. All Rights Reserved.

■ ホームページのご案内

● 当社の詳細情報はホームページをご覧ください。

http://www.nic-inc.co.jp/

http://www.nic-direct.jp/
● アルファフレーム®の当社直販サイト

検 索エヌアイシ

証 券 コ ー ド
事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

単 元 株 式 数

株主名簿管理人

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所
（郵便物送付先）

（ 電 話 照 会 先 ）
（インターネットホームページURL）

5742
毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
期末配当金　　毎年3月31日

（中間配当を行う場合は9月30日）
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告
して定めた日
100株

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

大阪府中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
　　0120-782-031（フリーダイヤル）
http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

【公告の方法】
当社のホームページに掲載いたします。
〈 http://www.nic-inc.co.jp/ 〉
ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告によることが
できないときは、日本経済新聞に掲載いたします。

【上場金融商品取引所】
東京証券取引所　JASDAQスタンダード

※株式に関するお手続きについて
1.　配当金受け取り方法のご指定、単元未満株式の買取、住所
　氏名等のご変更、株式の口座振替申請のお申出先について
　　証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行
　株式会社ではお手続きができませんので、お取引のある証券
　会社にお申し出ください。
2.　未払い配当金のお支払い、その他株式事務に関する一般的な
　お問い合わせ
　　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出
　ください。

株主メモ株主メモ
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